
平成２３年度定例第５回理事会議事録メモ 

期 日 平成２４年３月１７日(土)１０：００～ 

場 所 正田醤油スタジアム群馬 会議室 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 中曽根会長 

 

３ 出席確認      理事総数５３名  出席４８名、委任１名  計４９名 

 

４ 報告事項 

（１） 日本陸連・関東陸協関係 

武藤理事長 

①関東陸協 

１月関東陸協大会スケジュール（年鑑参照） 

秩父宮賞 海野副会長推薦 

②日本陸連関係 

公益財団法人 理事会が職務を執行する 理事長連絡会議を増やしてほしい。 

主催後援大会のスケジュールは年鑑を参照してください。 

オリンピック選手選考：強化委員会案可決 中里選手（補欠の２番目） 

強化指定選手は、菅井洋平選手(強化指定Ｃ)、絹川選手、中里選手(強化指定Ｂ) 

栄賞制度の改定があり、優秀指導者賞という賞が新設された。 

秩父宮賞は毎年関東７県で５人の枠となる。 

 

 （２）平成２３年度各委員会度事業報告（年鑑により説明） 

  ①総務委員会 

   平成２４年群馬陸上競技年鑑を作成配布した。 

  ②財務委員会 

   正味財産増減計算書をしめした。今年度の決算で群馬陸上競技協会としては、最終

となる。一般財団法人群馬陸協の会計はH24年４月からである。H23年度は、事業なし

の、０決算である。 

   法人化により、今以上に厳正な会計処理が必要である。 

  ③競技運営委員会 

   審判資格Ｓ級昇格者は４名である。 

   全国競技運営責任者会議 ２０１２年度競技規則修改正点を年鑑に掲載した。 

   新ルールブックの発行元がベースボールマガジン社に変わった。 

 

 



  ④強化委員会 

   平成２３年度 事業報告 平成２４年度 事業計画 

   国体選考基準案に沿って、岐阜国体に向けて強化を行う。 

  ⑤普及委員会 

   ニューイヤー駅伝 エスコートキッズとして本県児童が参加 

   指導者資格の改定：ＪＡＡＦコーチ(上級コーチ、コーチ) 

ＪＡＡＦジュニアコーチ(上級指導員、指導員) 

  ⑥その他 

 

 （３）中体連・高体連 

  ・中体連 来年度は関東中学大会が来るので引き続きご支援をいただきたい。 

  ・高体連 来年度は関東高校大会がくるので引き続きご支援をいただきたい。 

    

 （４）その他 

 

５ 議長選出 

 中曽根会長 

 

６ 協議事項 

 第１号 平成２４年度群馬陸協主催大会について 

  髙橋競技運営委員長より 

  申込上の注意について：１団体１ファイルでの申し込みを徹底 

  ロード選手権 伊勢崎シティマラソン 同時開催 

  ３月３日 条件付きで１種公認競技場 検定通過 

 

 第２号 群馬陸上競技協会について 

  武藤理事長より 

  一般財団法人化 

  一両日中に認可（注：１５日に登記が完了している） 

  出資金は、日本陸連３００万円、群馬陸協１０万円である。 

  １年かけて、各委員会の体制や会の運営方法などを整えたい。 

  今年度中に登記完了するので、一般財団法人群馬陸上競技協会は存在する。 

 理事改選ごとに法務局に定款の変更をする必要があり、H24年度までは、移行期のため

変則的な組織運営になる。表向きは今までと同じ活動である。 

 

 第３号 その他 

  中曽根会長 平成２３年度日本陸連功労賞受賞祝賀会 

  ３月３１日 高崎ビューホテル 

 

７ 閉会 


